
別紙３

・千葉市緑と水辺のまちづくりプラン2023素案のテーマについて 1ページ

　テーマに関するご意見を踏まえた事務局案について 2ページ

・千葉市緑と水辺のまちづくりプラン2023素案について 3～5ページ

意見集約の結果について

・



千葉市緑と水辺のまちづくりプラン2023素案のテーマについて

番号
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会長
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副会長
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3

長岡

委員

番号
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委員

番号
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委員

番号

6
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委員

・テーマとサブテーマを通しで読むとやや長い印象を受ける。

・オオガハスは今の子ども達には浸透してきている言葉。

・テーマとサブテーマを通しで読むとやや長い印象を受ける。

・テーマだけでも良いのではないか。

・テーマとサブテーマを１つにしてもよいのではないか。

・テーマとサブテーマを通しで読むとやや長い印象を受ける。

・「まち」というフレーズが３つあるのが気になる。

・サブテーマだけでも良いのではないか。

・テーマとサブテーマを１つにしてもよいのではないか。

ご意見
（木下会長、押田副会長、長岡委員及び、相澤委員のご意見はレク時のコメントを本市が代筆）

・「人間性豊かであること」や「縄文からというような歴史性」が伝わるものがよい。

・計画を記した資料の中身は非常に充実したものになっている。これをどうテーマとして体現し、人を巻き込むエネルギーを生

み、現実に計画を実現していくか。と考えるとき、今回の案はバランス重視で説明的になりすぎており、人に伝える力が弱まって

いると感じる。原点に立ち返り、千葉市をどのようにしていきたいのかが伝わる、力強いメッセージを示したい。

・なお、オオガハスに関連する施策とメッセージは本テーマからは切り分けて個別のアクションプランに集約するのが適切と考え

る。10年かけて地道に、大切に、市民の手で千葉市の象徴に育てていき、手間をかけてストーリーを繋いでいくことで、市民の中

にオオガハスの存在を浸透させることができ、やがては、数千年の時を経て現代に蘇ったオオガハスが持つ「再生」のイメージを

千葉市の未来に生かしていけるようにもなるのではないか。

テーマ　　：千の緑と水辺が人のくらしを包む田園スマート都市

　　　　　　※　最近の国の基本戦略名勝が田園スマート都市となっているから。

サブテーマ：～縄文より続く オオガハスの咲く 住みやすいまち 訪れたいまちを次代に～

　　　　　　※　「オオガハスの咲く」と「住みやすいまち」の語順を入れ替えた方が意味が通りやすい。
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テーマに関するご意見を踏まえた事務局案について

案1

案2

案3

原案

候　　補

【計画名】

　千葉市緑と水辺のまちづくりプラン2023

【テーマ】10年よりも更に長期

　～縄文より続く 住みやすいまち オオガハスの咲く 訪れたいまちを次代に～

【計画名】

　千葉市緑と水辺のまちづくりプラン2023

【テーマ】10年よりも更に長期

　～縄文より続く 豊かな緑と水辺を次代に～

【計画名】

　千葉市緑と水辺のまちづくりプラン2023

【テーマ】10年よりも更に長期

　～縄文より続く 住みやすいまちを次代に～

【計画名】

　千葉市緑と水辺のまちづくりプラン2023

【テーマ】この先10年間

　千の緑と水辺が人のくらしを包むまち

【サブテーマ】10年よりも更に長期

　～縄文より続く 住みやすいまち オオガハスの咲く 訪れたいまちを次代に～

参　　考

2



千葉市緑と水辺のまちづくりプラン2023素案について

番号

1

田所

委員

【本編：P58～68　緑と水辺に関わる人々】

・「緑と水辺に関わる人々」の部分に、多様なステークホルダーが連携・協力して取組むため、千葉市スマート

シティ推進・デジタルプラットフォーム協議会（仮称）を早期に設置する旨を明記してほしい。

番号

2

田所

委員

【本編：P68　グリーンインフラの５つの効用】

・効用の１つ「健康」を「Well being」に変える。

※　健康は主に身体的なものを示す。精神的社会的なものも加えた「Well being」の方がよい。この言葉は最近

定着している。

ご意見
（※【】は本市が記載。また、木下会長、押田副会長、松浦委員の意見については、レク時のコメントを本市が代筆。）

当日の取扱い

（〇議論する）
番号 委員名
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千葉市緑と水辺のまちづくりプラン2023素案について

ご意見
（※【】は本市が記載。また、木下会長、押田副会長、松浦委員の意見については、レク時のコメントを本市が代筆。）

当日の取扱い

（〇議論する）
番号 委員名

番号

3

松浦

委員

【本編：P71、72　施策】

・川辺に関する施策の充実は分かったが、重点施策のようなものの設定を検討してはどうか。
○

番号

4

田所

委員

【本編：P75、76　川辺の施策】

・第４章施策２川辺、近隣レベルの施策に、都川と鹿島川の具体策が欠けている。花見川の例のように具体策を

明記してほしい。

※　当該計画で重視することとして、「川辺に関する施策の充実」としているではないか。

・全市レベルの施策に防災（洪水等）の具体策を明記すべきである。

※　これもグリーンインフラの５つの効用のうちに「防災」をあげている。

○

4



千葉市緑と水辺のまちづくりプラン2023素案について

ご意見
（※【】は本市が記載。また、木下会長、押田副会長、松浦委員の意見については、レク時のコメントを本市が代筆。）

当日の取扱い

（〇議論する）
番号 委員名

番号

5

押田

副会長

【本編：P103　計画の目標】

・川辺の施策の充実を図るため、川辺の施策については、それを受け止める指標があってもよいのではないか。

　川辺のアクティビティの体験者数とか。

○

番号

6

木下

会長

松浦

委員

【本編：P103　計画の目標】

・「緑と水辺に関わる人々」が目指す姿の目標について、緑と水辺のまちづくりに関わっている人々の数や割

合、イベントの実施数などを指標に設定してもよいのでないか。

○

5


